
露地･雨よけ 

サクランボ特報 No1 

    平成 27 年３月 13 日 

ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市サクランボ部会 

 冬季間の－10℃以下は、17 回（前年 25 回）を記録しておりますが、積雪が多いため

樹体への影響が心配されます。防寒対策のワラ等は3月20日程度を目安に外しましょう。 

現状、発芽は平年並みかやや早めと予想されますが、今後の気象状況によっては、大き

く変動しますので園の生育状況を確認して適期作業と防除に努めましょう。 

（平岡地区） 

佐藤錦 平年 Ｈ２１ Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ２６ 

発芽日 ４／5 ４／3 ４／3 ４／12 ４／10 ４／2 ４／５ 

                 （H27 予想 4 月 1 日頃？） 

＊発芽前の防除 

 

 

 

 

 

 

 

＊温暖･無風の日を選び、枝先からていねいに洗うように散布する。 

 

 

 

＊カイガラムシ類の発生が多い場合は、スプレーオイル３０倍 

（発芽前）を単用散布する。 

＊胴枯病の枝は切り取り焼却する。部分的な患部は削り取り・バッチレ-ト・トップジ

ンＭペーストを塗布する。 

＊コスカシバの発生が多い園地は、ラビキラー乳剤２００倍（発芽前、１回）を地際

部に散布する。（合剤とは混用しない） 

◎他の園地や隣接するハウスのビニールにかからないようにする。 

散布時期 ：発芽前（3 月下旬） 

散布薬剤   水      ９０ℓ  

展着剤         １０mℓ  

石灰硫黄合剤   １０ℓ  
 

対象病害虫：（胴枯病）、カイガラムシ類 

散布量  ：１０ａ当り   ３００ℓ  
 

散布日  月  日 

散布量     ℓ  


